
道の駅うご「端縫いの郷」が大賞受賞！

令和元年５月28日、宮城県仙台市の仙台国際センターにおいて第27回

東北「道の駅」連絡会総会が開催されました。総会では各県の代表者によ

り、道の駅が取り組んでいる様々な工夫を発表する事例発表会が行われ、

秋田県からは、安藤豊羽後町長が、道の駅うご「端縫いの郷」の取り組み

を発表され見事“道の駅大賞”を受賞しました。

道の駅うごは、コンセプトである「近き者説（よろこ）び、遠き者来る※」のと

おり、伝統ある西馬音内盆踊りをモチーフに取り入れたり、200年の歴史が

ある西馬音内蕎麦の技術を継承し来場者に提供するなど、地域の文化や

特産を活かした取り組みにより、地場産業の成長や観光客増加等、地域活

性化に大きな役割を果たしており、また積極的に女性社員を登用し（全社

員の約８割が女性！）、カフェスペースの設置や清掃の徹底など、女性の

視点での意見・提案を多く取り入れたことが評価されました。

本発表会は今年で６回目となりますが、秋田県代表が大賞を受賞するの

は今回が初めてであり、これを機に各道の駅の更なる活躍が期待されます。

【安藤町長による発表】 【表彰式 】

※「近き者説（よろこ）び、遠き者来る」とは：孔子の教えを伝える論語の一節で、「近くにいる民が喜び幸せで
ある。すると、遠くにいる民もそれを聞いて集まってくる」の意。


